
（２）生物の生存環境の保全対策に係る検討 

①植物の保全対策に係る検討 

〔有用植物保全対策に関する具体的手順フロー〕 

＊第６回検討会資料-3-2 より引用 
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有用植物保全モデル地区の現状植生把握

補 植 

代表的植物リストとの照合

不足分

補 植

主として展示を目的 主として増殖を目的 

できるだけ種類を多くしていく 需要の高いものを増やしていく

照合 

「種」を補うため

「量」を補うため

〔試験林（見本林）的な場〕 〔試験栽培圃場的な場〕 
例）占用 

その他 町有林 
分収造林制度 

有用植物を入手しやすい仕組み作り 

主として展示を目的 主として増殖を目的

有用植物を伝える（学ぶ） 工芸等に利用する（使う）

有用植物の種類を増やす 需要等を基に量を増やす

保全モデル地区 

適 地 の 選 定 

有用植物全体リストとの照合 

平取ダム工事箇所の有用植物

有用植物を保全する
仕組み作り 

半栽培に 
よる管理 

半栽培に
よる管理

不足分 



〔保全対策の検討・実施・管理に関する手順フロー〕 

＊第５回検討会資料-4-2（B）より引用、一部改訂 

 

 

 
・ 組織的、継続的に利用 

利活用地区を対象に占用許可

による管理方法の採用 

・ 個人的、単発的に利用 
占用許可を受ける必要のない

管理方法の採用 

管理主体・方法 

 

・ ダム事業者 

・ 平取町 

・ ウタリ協会 

・ NPO、地域住民 等 

保全対策の実施主体 

アイヌ文化有用植物 

保全対象 

 

・ 平取ダム事業用地や用地内の

森林資源については、基本的に

国有財産となり、組織的・継続

的に利活用（文化伝承等）を行

う際は、占用許可等の手続きを

経て、利用・管理していくこと

が必要。 

・ このため、保全対象地の利用並

びに維持管理の内容に応じた

管理方法と管理主体を検討、想

定していくことが必要。 

利活用の留意点 

 
検討要素 

・ 何を保全するのか。 

・ 何処で保全するのか。 

・ 将来どのように利用するのか。

保全対策案 



〔植物の保全対策に係る取り組みイメージの例〕 

◆実施時期と実施手法の想定 

○工事期間中に保全対策が段階的に進展していくものと、工事期間中の準備的期間を

経て、ダム供用開始後に継続的に取り組みが行われていくものが考えられる。 
○工事期間中は、ダム事業者の調査活動を基本に、保全モデル地区から着手して、必

要に応じて増殖作業、半栽培を中心とした維持管理、モニタリング調査、展示を主

な目的とした整備などを行っていく。 
○工事期間の終盤からダム供用開始後は、アイヌ文化に関わる有用植物の利用者の参

画を得て、それまでの調査の結果や蓄積した増殖・維持管理のノウハウを活かして、

利用と保全の仕組みをもとに、実際的な維持管理と利用を図っていく。 

 

保全対象植物に応じた保全対策の想定スケジュール 

＊第６回検討会資料-3-4 より引用、一部改訂 

保全対象 

植  物 

保全モデル 

地  区 

ダム工事 

期  間 

試験
湛水
期間

ダム供用 

開始後 

多様な木本・草本 

N-03※ 

S-05 

S-11※ 

 

 

 

 

 

 

スﾌﾟキ（ヨシ）等 N-08    

水生植物 S-10※    

モデル地区以外の 

植物保全適地 

   

 ※印：試験湛水時に全部または一部が水没する地区 

栽培実験に関する想定スケジュール（木本の場合） 

＊第６回検討会資料-5 より引用、一部改訂 

年数の目安／場所 1 年後 2 年後 3 年後 
4～5 
年後 

5～10 
年後 

10～20 
年後 

山林等 種採取      

育苗圃 植付（秋） 育成 育成    

ダム事業用地 等 
種採取 
移 植 

育苗・移植 育苗・移植 移植 
育成管理 
(半栽培) 

材料採取

 

破線箇所：現存する有用植物の生育環境の維持 

破線箇所：現存する有用植物の生育環境の維持 

試験湛水期間は、試験湛水計画を踏まえた精査が必要
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